
様式第３号（第７条関係） 

令和 8 年４月１０日 

飛騨市長   あて 

団体所在地 飛騨市古川町本町 2-22 

団体名称 飛騨市サッカークラブ 

代表者氏名 飛騨 太郎 

  連絡先 ０５７７－６２－８０３０ 

 

事前着手届 

 

 

 令和 8 年度飛騨市スポーツ文化活動充実交付金について、下記のとおり交付金交付決定

前に着手したいので、下記誓約条項を付して届け出ます。 

 

記 

 

１ 事業内容 

事前着手の事業内容 

選手のモチベーション向上及び練習の幅を広げるた

め、チームユニフォームの更新及び練習器具を購入す

る。 

事前着手予定日 令和８年４月１５日 

事前着手が必要な理由 
新年度からユニフォームを更新するとともに、本格的

に練習が始まる前に練習器具を揃えたいため。 

 

２ 誓約条項 

（１）交付金の交付決定を受けるまでの期間内に、天災、地変等の事由によって実施した 

   事業に損失を生じた場合、これらの損失は、実施主体が負担します。 

（２）当該事業については、着手から交付金の交付決定を受ける期間内においては、計画 

   の重要な変更を行いません。 

 

 

 

記入例 

押印不要 

対象団体：４～６月に支払をしたい団体 

提出時期：４～６月の支払が生じる前まで（事前申請） 

正式名称で

（略称不可） 

記入漏れが多いため、担当者

は確認をしてください。 



様式第１号(第３条関係) 

 

令和８年６月１０日 

 

  飛騨市長    あて 

 

団体の所在地 高山市花岡町 2-18 

団体の名称  高山野球クラブ 

高山 花子 

 

飛騨市スポーツ文化活動充実交付金地域クラブ等団体申請書 

 

 

 次のとおり飛騨市スポーツ文化活動充実交付金交付要綱の規定による交付金の交付を受

けたいので、同要綱第３条の規定により申請します。 

 

 

 

代表者名 高山 花子 
代表者 

電話番号 
0577-32-0000 

代表者住所 

〒５０６－０００９ 

高山市花岡町２―１８ 

種目 野球 登録人数 ２名 

大会出場の

有無 
有り  ・  無し 

団体の目的 営利目的  ・  非営利目的  

担当者 

氏名 高山 花男 電話番号 090-0000-0000 

住所 〒506-0009 高山市花岡町○○番地○ 

メールアドレス hida-yakyu@zmail.com 

 

記入例 

対象団体：市内スポ少・認定地域クラブ以外で交付を希望する団体 

※審査により交付金の対象にならない場合もあります。 

提出時期：4 月～6 月 

正式名称で

（略称不可） 

押印不要 



地 域 ク ラ ブ 等 団 体 登 録 者 名 簿 

 

№ 氏  名 住  所 学 校 名 学年 クラス 

1 飛騨 次郎 古川町本町 2-22 古川中学校 1 A 

2 神岡 三郎 神岡町東町 378 神岡中学校 1 A 

3      

4      

5      

6      

7      

8      

9      

10      

11      

12      

13      

14      

15      

16      

      

      

      

      

※名簿に記載する団体構成員は市内に住所を有し、居住している方のみ。 

 

上記団体構成員は当団体に所属する選手等として登録しており、また上記記載内容に相

違ありません。 

 

 令和８年６月１０日        団体名 高山野球クラブ 

                    代表者 高山 花子 
山 

 

 

高 

記入例 様式第１号の裏面 

要押印 



様式第１号（第４条関係） 

令和８年  月  日 

 

飛騨市長  都竹 淳也  様 

                      住  所 飛騨市古川町本町 2-22 
                      団 体 名 飛騨市サッカークラブ 

                      代表者名 飛騨 太郎 

 

 

補助金交付申請書 
 

 次のとおり飛騨市補助金交付規則の規定による補助金の交付を受けたいので、同規則第

４条の規定により、関係書類を添えて申請します。 

 

 

事 業 の 名 称   飛騨市スポーツ文化活動充実交付金 

補助金交付申請額     １０５，０００円 

  補助金交付申請額 

  のうち、概算払に 

  よる交付が必要な 

  場合その申請額及 

  び理由 

 

 （概算払申請額） 

            ０ 円 

 （概算払理由） 

    

 

 

   ※この欄は自己資金が無く、概算払いがどうしても 

    必要な場合のみ記入 

 

担当 古川 ０９０－００００－００００ 

 

記入例 

７月１日現在の団体登録人数に、

一人当たりの金額（7,000円）を

乗じた額を記入 

※一人当たり 7,000円の金額は年

度で変動する可能性があります 

正式名称で（略称不可） 

略称が正式名称の場合 

（例）HSC（飛騨市サッカークラブ） 

   と記入 
押印不要 

書類を作成する担当者の連絡先を 

記入ください 

これ以降の様式は申請団体すべて提出が必要です 



様式第２号（第４条関係） 

補 助 事 業 計 画 書 

 

  補助事業(団体運営 

  補助の場合は団体) 

  の目的 

 

 活動費（消耗品費・遠征経費）または物品購入費によりス

ポーツ活動を充実させるため。 

 

  補助事業(団体運営 

  補助の場合は団体) 

  の概要 

 ※活動費（消耗品費・遠征経費）または物品購入費の具

体的な内容（品名、数量、どこの遠征かなど）を記載。 

 

 ユニフォームの更新及び練習器具の購入 

 

 チームユニフォーム １５着 

 練習ユニフォーム  １５着 

 ボール       １０個 

 スプリントトレーニング器具 ２個 

 タープテント（2ｍ×2ｍ）２張 

 応急セット １セット 

  補助事業の着手及び 

  完了(予定)年月日 

  着手(予定)日   令和 ○ 年 ○ 月  ○ 日 

  完了(予定)日   令和 ○ 年 ○ 月  ○ 日 

 

  補助事業の実施(団 

  体運営補助の場合は 

  団体活動)の公益上 

  の必要性及び公益的 

  効果 

  

 

 

 

 

 ユニフォームの購入により、新チームとして一体感が強ま

り、選手のモチベーション向上に繋がる。 

 また、新たな練習器具を購入し、練習メニューの選択肢の

幅が広がり、選手の能力向上に期待できる。 

 熱中症対策としてテント購入とともに、応急セットの更新

を行い、練習環境の充実を図る。 

 

  その他特記事項 

 

 

 

 その他参考となる詳細な資料があれば添付すること。 

記入例 

着手日：発注日、予約日 

完了日：最終支払予定日 

※事業完了予定日が未定の場合

は年度末の日付 

申請にない内容を交付金対象

とすることはできません。 

事業内容を検討し、すべて記載

してください。 

※今回の交付金により今までと比較して、どのように

スポーツ活動が充実し、どのような効果が期待され

るのか記載。 以下は一例です。 



様式第３号（第４条関係） 

補助事業収支予算書 

収 入                                （単位：円） 

科目（区分） 予算額 

 

説  明 補助対象 

分 

補助対象 

外分 

市 交 付 金 105,000 105,000 0 7,000 円×15 人 

国・県補助金 0 0 0  

自 己 資 金  145,000 115,000 30,000  

その他助成金等 0 0 0  

     

計 250,000 220,000 30,000  

 

支 出                                （単位：円） 

科目（区分） 予算額 

 

説  明 補助対象 

経費 

補助対象 

外経費 

消耗品費 150,000 150,000 0 ﾕﾆﾌｫｰﾑ、ﾎﾞｰﾙ、応急ｾｯﾄ 

物品購入費 100,000 70,000 30,000 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ器具、ﾃﾝﾄ 

     

     

     

     

     

計 250,000 220,000 30,000  

記入例 

収入と支出は同額となる

ようにしてください。 

支出→収入の順で作成す

るとやりやすいです。 

R8は基本分 5,000円と特別分 2,000円

で一人 7,000 円です。 

一人 7,000円で計算してください。 

注）毎年 7,000円とは限りません。 

監督、コーチ用の椅子

など、選手のための費

用と言えない費用は対

象外経費として計上 



様式第２号（第３条関係） 

令和８年  月  日 

  飛騨市長    あて 

 

 

飛騨市スポーツ文化活動充実交付金所属団体確認書 

 

 

令和 8 年７月１日現在において、私（児童・生徒等）は次の団体に所属していることを

証明します。また、所属団体に今年度の飛騨市スポーツ文化活動充実交付金が交付されるこ

とに同意します。  

 

（フリガナ） 

加入者氏名 飛騨
ヒ ダ

 次郎
ジ ロ ウ

 

学校等名称 古川中学校 学年・クラス ２年 A 組 

保護者氏名 飛騨 太郎 

住  所 飛騨市古川町本町 2-22 

所属団体名称 飛騨市サッカ―クラブ 

所属団体種類 

※該当する団

体の□にレ印

を記入   

□飛騨市スポーツ少年団 

☑飛騨市認定地域クラブ（☑運動部・□文化部） 

□飛騨市内の総合型地域スポーツクラブ 

□その他団体 

※氏名は本人または保護者が自署してください。自署しない場合は記名・押印してください。 

※所属団体名称は当交付金の交付対象とする団体名を正確に記入してください。 

 

 

記入例 

 所属員１名につき１枚作成し、申請書等に添付してご提出ください。 

 同一競技等ではない複数の団体に所属している方は、所属団体ごとに本確

認書を作成ください。 

７月以降の日付 

令和 8年度内容変更 

※令和 7 年以前様式

使用不可 



様式第６号（第７条関係） 

令和  年  月  日 

飛騨市長  都竹 淳也  様 

 

                   住  所 飛騨市古川町本町 2-22 
                     団 体 名 飛騨市サッカークラブ 

                     代表者名 代表 飛騨 太郎  

 

 

補助事業実績報告書 

 

 次のとおり飛騨市補助金交付規則第７条の規定による実績報告書を提出します。 

 

 

  １ 実施した補助事業の名称 

 

    飛騨市スポーツ文化活動充実交付金 
 

  ２ 補助事業の着手及び完了日 

 

      着  手   令和 〇 年 〇〇 月  〇〇 日 

      完  了   令和 〇 年 〇〇 月  〇〇 日 

 

  ３ 補助事業の実施に係る経過及び結果並びに公益的効果 

 

 

 

 

 

     ユニフォームの購入により、新チームとして一体感が強まり、選手のモチベーション

向上に繋がった。 

 また、新たな練習器具を購入し、練習メニューの選択肢が増え、今まで強化できな

かった部分の選手能力が向上した。 

 熱中症対策としてテント購入とともに、応急セットの更新を行い、練習環境を充実す

るとともに衛生的な応急セットを整備することができた。 

 

 

（注） 事業の実施状況及び結果が具体的にわかる資料（写真、パンフレット、新聞記事等）
を添付すること。 

記入例 

計画では予定日を入れましたが、ここでは領収書

などから実際の日付を入れてください。 

着手日：最も早い発注日または領収書の日付 

完了日：最も遅い領収書の日付 

※完了日を誤って年度末にする方多いので注意！ 

正式名称で

（略称不可） 

押印不要 

※今回の交付金で申請した事業の実施結果やその結果からどのように

スポーツ活動が充実し、どのような効果がもたらされたのか記載。 

以下は一例です。結果なので、過去形の表現となること。 



４ 補助事業収支精算内訳 

 

 収入 

科目（区分） 

 予算額  収入済額又は収入見込額 

備 考 
 補助対象分 

補助対象 

外分 
 補助対象分 

補助対象 

外分 

市補助金 105,000 105,000 0 105,000 105,000 0  

国・県補助金 0 0 0 0 0 0  

自己資金 145,000 115,000 30,000 118,855 90,805 28,050  

その他助成金等 0 0 0 0 0 0  

        

計 250,000 220,000 30,000 223,855 195,805 28,050  

 

 支出 

科目（区分） 

 予算額  支出済額又は支出見込額 

備 考 

 補助対象分 
補助対象 

外分 
 補助対象分 

補助対象 

外分 

消耗品費 150,000 150,000 0 135,635 135,635 0  

物品購入費 100,000 70,000 30,000 88,220 60,170 28,050  

        

        

     
 

  

        

        

計 250,000 220,000 30,000 223,855 195,805 28,050  

 

収入・支出差引残額          ０ 円 

 

記入例 

収入と支出の確定額の差

が０円となることを確認 

各列の収入と支出の合計額が

同額になることを確認 

予算額欄は申請時に提出し

た際の様式第３号を転記 

補助金実績額が申請額を

下回る場合、100円未満の

端数切り捨てに注意 



様式第８号（第５条、第７条関係） 

令和  年   月   日 

飛騨市長  都竹 淳也  様 

 

                                         住  所 飛騨市古川町本町 2-22 
                     団 体 名 飛騨市サッカークラブ 

                     代表者名 飛騨 太郎  ㊞ 

                      

補助金交付請求書 

 

 次のとおり補助金を交付されたく請求します。 

 

記 

 

 補助金請求額 １０５，０００ 円 

交付決定 

補助金の名称 飛騨市スポーツ文化活動充実交付金 

交付決定年月日 令和 8 年 7 月 1 日 

指令番号 飛騨市指令教第 60 号 

補助金額確定通知 令和  年   月   日 

振
込
口
座 

（金融機関名）〇〇銀行          （支店等名） 〇〇支店 
（預貯金種目）    普通・当座     （口座番号）□□□□□□□ 
（口座名義） △△△△ △△△     

（口座名義フリガナ） 〇〇〇〇 〇〇〇 

 

１ 補助金額確定後の請求の場合 

補助金交付決定額 
 (A) 

確定した補助金額 
(B) 

交付決定額に対する不要残額 
(A)－(B) 

１０５，０００ 円  １０５，０００ 円  ０ 円  

前回までの受領額 
(D) 

請求額 
(B)－(D) 

０ 円  １０５，０００ 円  

 

２ 概算払による請求の場合 

補助金交付決定額 
(A) 

すでに概算払により
受領している額(B) 

今回概算払請求額 
(C) 

未受領額 
(A)－(B)－(C) 

 円   円   円   円  

 

騨 

 

 

飛 

押印。省略する場合は最下

部の記載が必要。 

交付決定通知書より記入してください。 

振込口座を記入してください。 

申請団体名が含まれない個人名の口座の場

合は、口座名義の方が団体に属していること

を示す、総会資料などを添付してください。 

団体名＝口座名が望ましい 

記入例 

押印省略をする場合は余白に以下の情報を記入 ※この書類に書き損じがある場合は押印省略ができません 

発行責任者 電話 090-○○○○-○○○○／メール ○○○○@○○○.○○） 

担 当 者 電話 090-○○○○-○○○○／メール ○○○○@○○○.○○） 

正式名称で（略称不可） 

様式すべて名称統一 



様式第４号（第３条関係） 

令和 8年10月31日 

飛騨市長    あて 

 

 

届出者 団体名称 飛騨市サッカークラブ  

代表者職氏名   代表  神岡 次郎  

 

 

 

飛騨市スポーツ文化活動充実交付金団体代表者変更届 

 

 

 

 このことについて、代表者変更を次のとおり届け出ます。 

交付決定番号及び年月日  飛騨市指令教 第６０号  令和8年7月1日付け 

団体名称 飛騨市サッカークラブ 

変更前 

代表者住所 

〒509-4232 

飛騨市古川町本町2-22 

 

代表者職氏名 代表 飛騨 太郎 

変更後 

代表者住所 

〒506-1111 

飛騨市神岡町東町378 

 

代表者職氏名 代表 神岡 次郎 

代表者連絡先 0578-82-2250 

変更となった日 令和8年10月31日  

 

記入例 

交付決定通知書の日付・番号 

代表者名（変更後）を記入 


